







































































































































































































































































































































第一期 附属国民学校 ８週 ２年生２学期
第二期 美保国民学校 ４週 ２年生３学期














































































































































































































































































































































５ 河口道朗「音感教育の特徴と変質過程」『音楽教育論叢 第Ⅱ巻 音楽と近代教育』開成出版，2005年，
167-195頁。

































132 地 域 学 論 集 第 10巻 第 ３ 号（2014）
30 横畑，前掲書，165頁。
31 鳥取大学附属図書館には，奥田保（第二部２年）「郷土の方言・民謡の研究」1942年１月，竹本英男
（第二部２年）「郷土民謡について」1939年，木原豊秋（第一部４年）「民謡調査（八頭郡安部村日下部）」
1938年等の郷土民謡に関する原稿用紙に書かれた調査報告は保管されているが，卒業論文ではない。
1942（昭和17）年３月，鳥取県師範学校本科第一部を卒業した木村信之氏によると，「教育実習の記録
はあったが，卒業論文はなかった」と述べる（2013年７月７日，木村氏ご自宅，聞き手：有本真紀，鈴
木慎一朗）。
32 花の十八年編集委員会，前掲書，34頁。
33「複合音を構成する部分音のなかで，基音に対して整数倍の周波数の関係にある音を倍音という」佐藤
史明「倍音」海老澤敏・上参郷祐康・西岡信雄・山口修監修『新編音楽中辞典』音楽之友社，2002年，
495頁。仮にピアノで図５の１の音を強く弾くと，２が第２倍音，３が第３倍音…，16が第16倍音として
現れる。
34「差音とは音と音との振動数の差の音」。有本曈日月『和音ヲ中心トスル聴覚訓練ノ系統的研究』鳥取師
範学校卒業論文，1943年，46頁。
35 鈴木慎一朗『昭和前期の師範学校における音楽教育実践に関する史的研究』兵庫教育大学大学院博士論
文，2006年，67頁。
36 教育史編纂会『明治以降教育制度発達史』第七巻，教育資料調査会，1939年，657，661頁。
37 同書，687頁。
38 2013年７月７日，木村氏ご自宅，聞き手：有本真紀，鈴木慎一朗。
39 文部省『師範学校教科教授及修練指導要目並体錬科教授要目』1943年，81頁。
40 同書，82頁。
41 花の十八年編集委員会，前掲書，20頁。
42 同書。
43 1915（大正４）年から1927（昭和27）年までは，稲葉尋常高等小学校（現，鳥取市立稲葉山小学校）が
代用附属小学校であった。鳥取大学教育学部附属小学校教育百年史編さん委員会『鳥取大学教育学部附
属小学校百年史』綜合印刷出版，1987年，280頁。
44 同書。
45 横畑，前掲書，164頁。
46 花の十八年編集委員会，前掲書，33-34頁。
47 木村，前掲書，199頁。
48 同書。
49 同書，167-204頁。
50 小泉恵「鳥取県における音楽教育の体制とその変遷」『鳥取大学教育学部研究報告 教育科学』第12巻
第２号，1970年，74頁。
51 鳥取大学教育学部附属小学校教育百年史編さん委員会，前掲書，317頁。
52 文部省『師範学校教科教授及修練指導要目並体錬科教授要目』1943年，70頁。
53 鈴木慎一朗「香川師範学校男子部における聴覚訓練の実践：1941～45年を中心に」『音楽表現学』Vol.
４，日本音楽表現学会，2006年，79-94頁。
54 2013年10月６日，電話による，聞き手：有本真紀。
55 2013年７月７日，木村氏ご自宅，聞き手：有本真紀，鈴木慎一朗。
56 小泉，前掲書，75-77頁。
57 木村，前掲書，199頁。
133鈴木慎一朗・有本真紀・菅 道子・村尾忠廣：有本曈日月の鳥取師範学校卒業論文に見る和音感教育
58 北村久雄『文部省案準拠和音感訓練の実際』厚生閣，1941年，２頁。
59 文部省『ウタノホン上 教師用』大日本図書，1941年，34頁。
60 同書，33頁。
61 同書，31頁。
62 同書。
63 同書。
64 佐藤吉五郎『和音感教育』三喜堂，1940年，82頁。
65「十二平均律とは，１オクターブを12の平等な音程に分割して，それを半音と定めることを基礎とする」
石桁真礼生・丸田昭三・金光威和雄・末吉保雄・飯田隆・飯沼信義『新装版楽典 理論と実習』音楽之
友社，1965年，15頁。
66 坂本栄三『聴覚訓練』帝国出版協会，1942年，97-99頁。
67 文部省『ウタノホン上 教師用』大日本図書，1941年，33頁。
68 佐藤，前掲書，191-196頁。
69 同書，33頁。
70 北村，前掲書，１頁。
71 同書，３頁。
72 倉田喜弘『日本レコード文化史』東京書籍，1979年，475頁。
（2014年１月31日受付，2014年２月10日受理）
134
